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石田 肇業績目録
（社会科教育講座）
１．論文
石田 肇
「修那羅地名考―古代信濃に於ける帰化人の足跡―」
『古代研究』（早稲田古代研究会）創刊号、1971.10、
pp.14-21．
石田 肇
「宋代士大夫と書―欧陽脩を例として―」
『書論』（書論研究会）第 4号、1974.3、pp.35-43．
石田 肇
「欧陽脩と蘇東坡―交遊・李北海・進者之戒―」
『書論』（書論研究会）第 5号、1974.11、pp25-34．
石田 肇
「唐仲友覚書―南宋思想史の一齣―」
『社会文化史学』（社会文化史学会）第 12号、1975.
7、pp.23-39．
石田 肇
「身言書判の書と唐宋時代の書」
『書論』（書論研究会）第 8号、1976.5、pp.100-106．
石田 肇
「新五代史撰述の経緯」
『東洋文化』（無窮会）復刊第 41・42合併号、1977.
4、pp.49-61．
石田 肇
「新五代史の体例について」
『東方学』（東方学会）第 54輯、1977.7、pp.31-45．
石田 肇
「蘇東坡と米元章」
『書論』（書論研究会）第 11号、1977.11、pp.89-96．
石田 肇
「書家に雅俗ある話」
『不手非止』（不手非止刊行会）第 2号、1980.5、pp.
114-121．
石田 肇
「朱熹と書」
『不手非止』（不手非止刊行会）第 3号、1980.11、
pp.112-119．
石田 肇
「北宋の登聞鼓院と登聞検院」
中島敏先生古稀記念事業会記念論集編集委員会編
『中島敏先生古稀記念論集』上巻（汲古書院）、1980.
12、pp.333-351．
石田 肇
「朱熹の煕寧前後観」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 30
巻、1981.3、pp.65-83．
石田 肇
「王鐸への視点」
『不手非止』（不手非止刊行会）第 4号、1981.5、pp.
30-37．
石田 肇
「顔真卿小考」
『不手非止』（不手非止刊行会）第 5号、1981.11、
pp.12-23．
石田 肇
「楊凝式小考―付年譜稿―」
『書論』（書論研究会）第 19号、1981.11、pp.141-154．
（漢訳）劉藝訳
「楊凝式小考」
179業 績 目 録
『書法研究』（上海書画出版社）1986年第 3期、
pp.100-111．
石田 肇
「張孝祥のこと」
『不手非止』（不手非止刊行会）第 6号、1982.7、pp.
107-119．
石田 肇
「程明道小考―治績・新法・学校教育―」
酒井忠夫先生古稀祝賀記念の会編『歴史における民
衆と文化』（国書刊行会）、1982.9、pp.321-335．
石田 肇
「御容の交換より見た宋遼関係の一齣」
『東洋史論』（東アジア史研究会）第 4号、1982.9、
pp.24-32．
石田 肇
「蘇東坡と鐘銘」
『書論』（書論研究会）第 20号、1982.11、pp.222-225．
石田 肇・鈴木 勉 共著
「内藤湖南書丹龍源寺鐘銘について」
『書論』（書論研究会）第 21号、1983.5、pp.172-187．
石田 肇
「蘇東坡と仏蹟」
『不手非止』（不手非止刊行会）第 9号、1983.11、
pp.91-104．
石田 肇
「中国仏足石に関する二、三の問題」
大川富士夫編『中国史上よりみた中国文化の伝播と
文化変容』（昭和 58年度科学研究費助金（総合研究
A）研究成果報告書）（56310059）、1984.3、pp.104-
113．
石田 肇
「北宋の撃鼓と投 」
岡本敬二先生退官記念論集刊行会編『アジア諸民族
における社会と文化』（国書刊行会）、1984.12、pp.
137-161．
石田 肇
「南宋明州の高氏一族について」
宋代史研究会編『宋代の社会と宗教』（宋代史研究会
研究報告第二集 汲古書院）、1985.10、pp.225-256．
石田 肇
「高似孫撰『史略』に関する基礎的考察」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 35
巻、1986.3、pp.131-152．
（漢訳）孔繁錫・張新民 訳校
「高似孫?史略>研究」
『貴州師範大学学報（社会科学版）』1993年第 4
期、pp.38-48．
（漢訳転載）
復印報刊資料『歴史学』K1（中国人民大学書
報資料中心）1994年第 2期、pp.43-53．
石田 肇
「知 県時代の王安石」
野口鐵郎編『中国史における中央政治と地方社会』
（昭和 60年度科学研究費補助金総合研究（A）研究
成果報告書）（69310052）、1986.3、pp.257-266．
石田 肇
「無窮会蔵・立原翠軒旧蔵『史通評釈』をめぐって
―明末史通学の一端―」
『東洋文化』（無窮会）復刊第 59号、1987.9、pp.10-
27．
石田 肇
「園城寺朝鮮鐘と崇福寺鐘銘―町田久成と黎庶昌―」
『史迹と美術』（史迹美術同 会）第 58輯ノ 7（587
号）、1988.8、pp.264-277．
（漢訳）楊紹先 訳・張新民 校
「園城寺朝鮮鐘与崇福寺鐘銘―黎庶昌和町田久
成」
180 業 績 目 録
『貴州文史叢刊』（貴州省文史研究館）、1992年
第 3期、pp.116-121．
石田 肇
「『古逸叢書』をめぐって―木村嘉平、そして『史略』―」
『書論』（書論研究会）第 25号、1989.7、pp.172-190．
（漢訳）孔繁錫 訳・張新民 校
「《古逸叢書》的刊刻及刻工木村嘉平史略」
『貴州文史叢刊』（貴州省文史研究館）1992年第
3期、pp.41-52．
石田 肇
「楊守敬と森立之」
『書論』（書論研究会）第 26号、1990.9、pp.163-173．
石田 肇
「周密と道学」
『東洋史研究』（東洋史研究会）第 49巻第 2号、1990.
10、pp.25-47．
石田 肇
「周密と彼の著作をめぐって」
『東洋文化研究所紀要』（無窮会・東洋文化研究所）
第 11輯、1991.11、pp.83-93．
石田 肇
「南宋初期の顔氏と顔真卿評価―自書告身をめぐっ
て―」
『書論』（書論研究会）第 27号、1991.12、pp.108-117．
石田 肇
「日本現存支那鐘二題―関東大震災弔霊鐘と大阪箕
面寒山寺鐘―付日本現存支那鐘一覧―」
『史迹と美術』（史迹美術同 会）第 63輯ノ 4（第 634
号）、1993.5、pp.136-149．
石田 肇
「楊守敬与文献学―従書法角度的考察」
『西 藝報』（西 藝報編集部 杭州）第 93期、1993.
9、pp.3-4．
石田 肇
「日本現存支那鐘研究序説」
『梵鐘』（古鐘研究会）創刊号、1994.11、pp.28-34．
石田 肇・鈴木 勉 共著
「書道博物館蔵梵鐘二題―広徳二年紀銘支那鐘と天
仁三年紀銘模造朝鮮鐘―」
『史迹と美術』（史迹美術同 会）第 64輯ノ 10（第
640号）、1994.12、pp.384-388．
石田 肇
「日本現存支那鐘鐘銘集成稿（上）」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 44
巻、1995.3、pp.97-116．
石田 肇
「日本現存支那鐘鐘銘集成稿（中）」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 45
巻、1996.3、pp.35-63．
石田 肇
「日本現存支那鐘鐘銘集成稿（下）」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 46
巻、1997.3、pp.65-102．
石田 肇
「日本現存支那鐘将来の経緯―日中近代交渉史の一
面―」
『社会文化史学』（社会文化史学会）第 37号、1997.
8、pp.1-10．
石田 肇
「群馬県梵鐘年表稿」
『群馬大学教育学部紀要』人文・社会科学編 47巻、
1998.3、pp.65-139．
石田 肇
「北宋宗室の墓誌・墓記をめぐって―英宗第四子趙
墓誌を中心に―」
『駒沢史学』（駒沢史学会）第 52号、1998.6、pp.172-
181業 績 目 録
196．
石田 肇
「羅振玉撰・内藤湖南書丹?蔣 墓誌銘>をめぐっ
て―蔣 を中心に三人の交遊について―」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 48
巻、1999.3、pp.33-48．
石田 肇
「藤野海南と黎庶昌―二人の交友を中心に―」
『東洋文化』（無窮会）復刊第 83号、1999.9、pp.34-
45．
（漢訳）陳履安 編訳 済泉 審校
「藤野海南与黎庶昌的交往和友誼」
『貴州文史叢刊』（貴州省文史研究館）2000年
第 2期、pp.49-55．
石田 肇
「明治の墓誌」
澄懐堂美術館紀要『澄懐』第 1号、2000.9、pp.43-52．
口絵 2p．
石田 肇
「藤野真子と陳矩―「秋柳」四律をめぐって―」
『東洋文化』（無窮会）復刊 85号、2000.9、pp.54-62．
（漢訳）王健 訳
「藤野真子与陳矩」
『貴州文史叢刊』（貴州省文史研究館）2001年
第 3期、pp.67-71．
石田 肇
「傅雲龍の『日本金石志』と陳矩」
『国際書学研究／2000』（萱原書房）、2000.9、pp.415
-422．
石田 肇
「黎庶昌の蔵書―『拙尊園蔵書目について』―」
『汲古』（古典研究会）第 38号、2000.12、pp.44-49．
石田 肇
「昭和十三年の羅振玉蔵書画展をめぐって ―没後、
書画のゆくえは―」
『書論』（書論研究会）第 32号、2001.3、pp.140-146．
（漢訳）王子平 訳
「昭和十三年羅振玉蔵書画展来龍去脈及謝世後
書画去向」
『如松斯盛 首届羅振玉書学書法国際学術研討
会論文集』（万巻出版公司、瀋陽）、2009.12、pp.
142-153．
石田 肇
「東皐心越の鐘銘をめぐって」
『書学書道史研究』（書学書道史学会）第 12号、2001.
9、pp.23-42．
石田 肇
「対馬の朝鮮鐘にかかわる新資料―「荻野三七彦旧
蔵資料」について―付：対馬関係梵鐘一覧」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 13号、2001.11、pp.29-37．
石田 肇
「『浪花みやげ』所収の「大日本石鐘名所見立角力」
について―江戸末金石事情の一端―」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 52
巻、2003.3、pp.31-41．
石田 肇
「清水正健にかかわる二・三の新資料と著作一覧」
『東洋文化』（無窮会）復刊 91号、2003.9、pp.52-62．
石田 肇
「西田直養の『金石年表』と「古物金石相撲」―『金
石年表』関係事項一覧―」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 53
巻、2004.3 pp.13-43．
石田 肇
「貴州省の日本人教習と陽明祠の三島中洲詩碑
附：三島中洲と黎庶昌」
『駒沢史学』（駒沢史学会）第64号、2005.2、pp.5-25．
182 業 績 目 録
（漢訳）陳国文 訳
「三島中洲与黎庶昌」
『貴州文史叢刊』（貴州省文史館）2006年第 3期、
pp.72-74（「附：三島中洲と黎庶昌」の翻訳）
石田 肇
「在日本的各種型式的古鐘」
首届北京国際古鐘文化交流検討会組委会『首届北京
国際古鐘文化交流研討会資料 編』、2005.9、提要 p.
11、pp.79-82．
石田 肇
「仙台の魯迅之碑をめぐって―碑形、建碑の事情、
魯迅と金石学―」
『東洋文化』（無窮会）復刊 95号、2005.10、pp.97-
105．
石田 肇
「津和野神社の亀井茲矩の亀 碑?武霊社之碑>をめ
ぐって―附：『（社碑文ニ付剛翁作）御系図異説弁』―」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 55
巻、2006.3、pp.61-75．
石田 肇
「江戸時代の墓誌」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 56
巻、2007.3、pp.29-49．
石田 肇
「徽宗の御碑―?大観聖作碑>あるいは?八行八刑碑>
をめぐって―」
福井重雅先生古稀・退職記念論集『古代東アジアの
社会と文化』（汲古書院）、2007.3、pp.523-545．
石田 肇
「金属回収時の群馬県下の梵鐘と保存鐘」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 20号、2007.10、pp.27-49．
石田 肇
「米谷金城と『墓碑考』」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 57
巻、2008.3、pp.13-22．
石田 肇
「近世大名墓の墓誌」
『月刊考古学ジャーナル』（ニューサイエンス社）
No.589、2009.8、pp.29-31．
石田 肇
「黎庶昌をめぐる人々」
『中国近現代文化研究』（中国近現代文化研究会）11
号、2010.3、pp.1-8．
石田 肇
「日本現存支那鐘鐘銘集成稿補遺」
『群馬大学教育学部紀要 人文社会科学編』第 60
巻、2011.3、pp.47-59．
２．著書
足立 豊・石田 肇 共編著
『書道金石学』（書学体系 研究編 5）同朋舎、全 157
頁、1984.9．
「金石学の歴史」（pp.7-32）、「その他の文字資料」
（pp.70-78）、「文献案内」（pp.149-156）を執筆。
石田 肇
科学研究費研究成果報告書『中国史学史・目録学の
基礎的研究』（研究課題番号 59510167、一般研究 C）、
昭和 59・60年度、全 56頁、1986.3．
中田勇次郎 編
『中国書道全集』第3巻（平凡社）、全258頁、1986.10．
「 州大雲寺舎利石函」（pp.180-182）、「元英墓誌」
（p.183）「張通妻陶貴誌」（pp.186-187）、「述聖記碑」
（pp.220-221）、「張雄妻麴氏墓誌」（pp.238-239）「王
定墓誌」（p.241）、「龍恵奴挙練契」、「趙醜胡挙練契」、
「楊大智租田契」（pp.250-251）の項目を足立豊と釈
文ならびに解説。
中田勇次郎 編
183業 績 目 録
『中国書道全集』第 4巻（平凡社）、全 260頁、1987.
2．
「謙卦碑」「三墳記」「 先 記」「滑台新駅記」（pp.
187-192）、「孟玄一及妻顧氏墓誌」「越王李貞墓誌」
「楊曜墓誌」「李 墓誌」「崔泰之墓誌」（pp.213-218）、
「順節夫人李氏墓誌」「崔澄墓誌」「高元珪墓誌」「李
及妻温氏墓誌」「崔厳愛墓誌」（pp.228-234）、「与突
遊 首領計会行水 漑関文」（p.247）の項目を釈文
ならびに解説。
中田勇次郎 編
『中国書道全集』第 5巻（平凡社）、全 220頁、1987-
6．
「篆書千字文碑」「篆書目録偏旁字源碑」「 山碑」
（pp.171-172）の項目を釈文ならびに解説。
中田勇次郎 編
『中国書道全集』第 6巻（平凡社）、全 220頁、1987.
10．
「城南唱和詩」（pp.172-173）、「述筆法」「謫龍説巻」
「真鏡庵募縁記」「周上卿墓誌銘」（pp.206-209）の項
目を釈文ならびに解説。
中田勇次郎 編
『中国書道全集』第 7巻（平凡社）、全 228頁、1988.
1．
「青天歌巻」「天瓦庵詩巻」「女芙館十詠」「草書書説
巻」（pp.206-209）、「張溥墓誌銘」「進神宗実録詩」「洗
心詩」「索郵騎大 感賦詩」「致祝淵詩翰」「七言絶句」
（pp.219-221）の項目を釈文ならびに解説。
中田勇次郎 編
『中国書道全集』第 8巻（平凡社）、全 236頁、1988.
5．
「草書五言律詩軸」（pp.178-179）、「行書七言詩「草
書七絶詩」「草書詩軸」「草書軸」「草書青羊庵七言絶
句軸」「草書軸」（pp.186-187）、「申時行百字銘」「行
書送李愿帰盤谷序軸」「行書軸」「七絶詩軸」（pp.192-
193）の項目を釈文ならびに解説。
石田 肇
『ヴィジュアル書芸術全集』第 7巻?五代・宋・金>
（雄山閣出版）、全 152頁、1992.5．
石田 肇
科学研究費研究成果報告書『明治十年代の日中文人
の交流』（研究課題番 10610351、平成 10-11、基盤研
究 C）、全 80頁、2001.3．
杉村邦彦 編
『中国書法史を学ぶ人のために』（世界思想社）、全
440頁、2002.9．
分野別第Ⅰ章「金石学」（pp.280-292）を執筆。
石田 肇
科学研究費研究成果報告書『日本金石学・金石学史
の基礎的研究』（研究課題番号 16520382、平成 16-19、
基盤研究 C）、全 112頁、2008.4．
角井 博 監修
『決定版 中国書道史』（芸術新聞社）、全 190頁、
2009.1．
「第 6章 宋・金・元」（pp.109～126）を執筆。
坂詰秀一 監修
考古調査ハンドブック 4『近世大名墓所調査』
（ニューサイエンス社）、全 269頁、2010.10．
「近世大名墓の墓誌」（pp.146-152）を執筆。
３．その他
①翻訳・訳注・翻印・点校
石田 肇 訳
セオドア・ドバリー著「新儒教の再評価」
A.F.ライト編著 福井重雅編訳『中国の思考様式』
（金花舎）、全 486頁、1978.10、pp.125-170．
［W. Theodore de Bary“A Reappraisal of
 
Neo Confucianism”（“Studies in Chinese
 
Thought”edited by A.F.Wright.The Univ.of
 
Chicago Press.1953）］
184 業 績 目 録
石田 肇 解題・訳
陳登原著「陳登原「科挙と楷法」について」
『不手非止』（不手非止刊行会）第 7号、1982.11、
pp.63-78．
［陳登原『国史旧聞』第 3分冊、第 554条「科
挙与楷法」（中華書局 1980）］
石田 肇 訳
黎泉著「西北漢簡書藝概説」
中田勇次郎編『中国書道全集』第 1巻（平凡社）、全
248頁、1988.10、pp.161-165．
［黎泉「西北漢簡書芸略述」（『現代書法論文選』
上海書画出版社 1980）］
石田 肇 訳注
中島 敏編『宋史選挙志訳註（二）』 東洋文庫、全
482頁、1996.3．
宗学（pp.126-170）・書学（pp.243-249）の項目を担
当．
石田 肇 翻印
「『拙尊園存書目』翻印―黎庶昌の蔵書目録―」
『群馬大学教育学部紀要 人文・社会科学編』第 49
巻、2000.3、pp.13-60．
黄 万 機・張 新 民・石田 肇 点校
黎庶昌 等著、孫点 編次、『黎星使宴集編補遺』貴
州人民出版社（中国人民政治協商会議貴州省遵義市
委員会宣教文衛委員会編）、2001.10、全 331頁．
石田肇 訳
全錦雲著「中・日梵鐘の比較研究（上）」
『梵鐘』（古鐘研究会）20号、2007.10、pp.12-19．
②教科書・教科教育
石田 肇
「歴史における過渡期 唐・宋の変化」
『月刊 東書高校通信 世界史』（東京書籍）No.29、
1974.7、pp.4-5．
石田 肇
〔社会〕世界史「東アジア文化圏の形成と発展」の
「基本的なねらい」と「研究の手引き」の項執筆。
茂木勇・増田信編『高校教育総合事典』第 3巻（第
一法規）、全 487頁、1983.4、pp.90-91．
佐々木銀弥・照屋善彦・石田 肇 他 6名共著
『社会科中学新歴史』（帝国書院）全 336頁、1989.3．
前近代東洋史関係の部分を執筆。
石田 肇・五十嵐育男 共著
「歴史的分野における世界史的内容の扱いについて
―中世東アジアの取り扱いを中心に」『群馬大学社会
科教育論集』第 1号、1991.3、pp.15-22．
佐々木銀弥・照屋善彦・石田 肇 他 6名共著
『社会科 中学生の歴史』（帝国書院）、全 328頁、
1992.3．
前近代東洋史関係の部分を執筆。
石田 肇
「群馬大学教育学部東洋史概説受講者の実態」
『群馬大学社会科教育論集』第 2号、1993.3、pp.33-
38．
照屋善彦・森山恒男・石田 肇 他 6名共著
『社会科 中学生の歴史』（帝国書院）、全 304頁、
1996.2．
前近代東洋史関係の部分を執筆。
Nathan Paul Sturman,Hajime Ishida 共著
“International Classroom in Chinese Historical
 
Studies”
『群馬大学教育実践研究』第 14号、1997.3、pp.25-
29．
石田 肇
「金石学に関わる講義を担当して」
『群馬大学社会科教育論集』第 19号、2012.3、pp.
63-66．
185業 績 目 録
③事典
世界歴史大事典編集委員会編
『世界歴史大事典』全 22巻（教育出版センター）、
1985.4．
「王欽若」（第 3巻 p.167）、「王玄策」（第 3巻 p.170）、
「欧陽詢」（第 3巻 p.187）、「顔杲卿」（第 5巻 p.55）、
「慶元の党禁」（第 6巻 p.223）、「士大夫」（第 8巻 p.
309）、「棠陰比事」（第 13巻 p.294）、「米 」（第 17巻
p.213）、「文治主義」（第 17巻 p.193）、「房玄齢」（第
17巻 pp.327-328）、「李淵」（第 20巻 pp.56-57）、「劉
知幾」（第 20巻 p.100）の項目を執筆。
大倉精神文化研究所『日本思想史文献解題』編集委
員会編
『新版日本思想史文献解題』（角川書店）、全 605頁
1992.6
「靖恭先生遺稿」（p.103）、「 巌先生答問書」（p.
292）、「聖道合語」、「聖道得門」（p.297）、「尺五先生
全集」（p.300）、「 註六記」（p.347）、「藩翰譜」（p.417）、
「論語群疑考」（p.519）の項目を執筆。
書学書道史学会編
『日本・中国・朝鮮 書道史年表事典』（萱原書店）、
全 505頁、2005.9．
「神仙起居法」（p.191）、「文房四宝」（pp.192-193）、
「李建中」（p.194）、「范仲淹」（p.194）、「淳化閣帖」
（p.195）、「法帖」（pp.196-197）「版刻」（p.198）、「蔡
襄」（p.199）、「蘇 」（p.200）、「黄庭堅」（p.201）、「題
跋文学」（pp.202-203）「米 」（p.204）、「宋徽宗」（p.
205）の項目を執筆。
井垣清明・石田 肇 他 5名の共編著
『書の総合事典』（柏書房）、全 700頁、2010.11．
隋から元にかけての諸項目（pp.144-167、pp.177
-193、pp.265-295）、「版刻書法」（pp.599-600）、「科
挙と書」（pp.626-628）を執筆。
④書評・紹介
石田 肇
「近藤啓吾著『山崎闇斎の研究』について」
『東洋文化』（無窮会）復刊 62号、1989.3、pp.84-86．
石田 肇
「中国藝林の精髄を選訳する 『書と書人』（芸林叢
録選訳 2 二玄社）」
『出版ダイジェスト』（出版ダイジェスト社）1199
号、1987.4、p.4．
石田 肇
「杉村邦彦著『書苑彷徨』第二集を読む」
『書論』（書論研究会）24号、1988.7、pp.214-215．
石田 肇
「杉村邦彦著『書の基本資料・書論』を読む」
『書論』（書論研究会）29号、1993.12、pp.205-206．
石田 肇
「池田英雄著『史記学 50年―日・中「史記」研究の
動向―』をめぐって」
『東洋文化』（無窮会）復刊 75号、1995.9、pp.253-
255．
石田 肇
「笹本正治『中世の音・近世の音』について」
『梵鐘』（古鐘研究会）2号、1995.10、pp.59-63．
石田 肇
「中世の鋳造遺跡『金井遺跡 B区』の出版」
『梵鐘』（古鐘研究会）3号、1986.4、pp.61-62．
石田 肇
「翰墨の林での書をめぐる語らい」杉村邦彦『墨林
談叢』
『東方』（東方書店）217号、1999.3、pp.30-32．
石田 肇
「A・コルバン著 小倉孝誠訳『音の風景』」
『梵鐘』（古鐘研究会）10号、1999.5、pp.94-96．
186 業 績 目 録
石田 肇
「高橋久敬著『上州白井吹屋の鋳物師』」
『梵鐘』（古鐘研究会）10号、1999.5、p.96．
石田 肇
「杉村邦彦著『墨林談叢』簡介」
『書論』（書論研究会）31号、1999.5、pp.224-225．
石田 肇
「浦井祥子著『江戸の時刻と時の鐘』」
『梵鐘』（古鐘研究会）14号、2002.7、pp.111-112．
石田 肇
「真鍋孝志『梵鐘遍歴』」
『梵鐘』（古鐘研究会）14号、2002.7、pp.113-114．
石田 肇
「李京華著『中原古代冶金技術研究』、北京文物精粋
大系『古鐘巻』ほか」
『梵鐘』（古鐘研究会）17号、2004.10、pp.80-83．
石田 肇
「于 『中国古鐘史話』と 華『鐘鈴象徴文化論』」
『梵鐘』（古鐘研究会）18号、2005.10、pp.49-50．
石田 肇
「村田榮三郎監修・鈴木望著『名家遺墨聚芳』」
『東洋文化』（無窮会）復刊 99号、2007.9、p.64．
石田 肇
「大鐘寺古鐘博物館編『北京古鐘』上巻」
『梵鐘』（古鐘研究会）20号、2007.10、p.118．
石田 肇
「杉村邦彦著『書学叢考』」
『書論』（書論研究会）37号、2011.3、pp.185-187．
石田 肇
「橋本吉文氏の『澄泥硯』と『印石 』」
『書論』（書論研究会）38号、2012.8、pp.271-272．
⑤その他
石田 肇
「道祖神信仰」
『新鐘』（早稲田大学学生部）第 11号、1968.5、pp.
56-59．
石田 肇
「多胡碑をめぐって」
『不手非止』（不手非止刊行会）創刊号、1979.11、
pp.18-25．
石田 肇
「書道史のこと」
『古代研究』（早稲田古代研究会）第 15号、1983.2、
pp.23-26．
石田 肇
「内藤湖南と龍源寺梵鐘 戦中、供出後いずこに」
『読売新聞』1983.3.2、夕刊文化欄。
石田 肇
「金石学のこと」
『同朋』（同朋舎）第 87号、1985.9、pp.12-14．
石田 肇
「文庫めぐり 無窮会図書館」上・下
『同朋』（同朋舎）第 88号、1986.10、pp.5-11、第
89号、1986.11、pp.15-17．
石田 肇
「書作品にみえる避諱」
『墨』（芸術新聞社）第 67号、1987.6、pp.130-131．
石田 肇
「関東一円の古碑について」
『未央』（未央刊行会）創刊号、1987.6、pp.36-39．
石田 肇
「論 書道専門図書館の設立を」
『書苑案内』（西東書房）28号、1988.1、p.3．
187業 績 目 録
石田 肇
「上毛三碑と信州近代の書」
『書道研究集録』昭和 62年度、財団法人東京都私立
学校教育振興会、1988.3、pp.3-8．
石田 肇
「東坡と党禁」
『中国法書ガイド 46 蘇 集』（二玄社）、1988.12、
pp.14-18．
石田 肇
「楊凝式」
『書苑案内』（西東書房）第 51-54号に連載、1990.1-
4、各々pp.6-7．
石田 肇
「三国志のヒロイン」
『歴史読本ワールド』（新人物往来社）新・創刊 2号、
1990.6、pp.200-207．
石田 肇
「顔真卿 人と書と時代」
『季刊墨スペシャル』（芸術新聞社）第 5号、1990.9．
pp.118-123．
石田 肇
「文献探索の楽しみ―顔真卿の自書告身を調べる―」
『墨』（芸術新聞社）第 91号、1991.7、pp.103-105．
石田 肇
「宋・金・元」
『季刊墨スペシャル 図説中国書道史』（芸術新聞
社）第 9号、1991.9、pp.118-135．
石田 肇
「会津八一の書入れ本？」
『古本共和国』（早稲田古書店街連合目録）9号、1994.
9、pp.6-7．
石田 肇
「鐘二題 故郷にもどった梵鐘」
『梵鐘』（古鐘研究会）2号、1995.5、pp.62-63．
石田 肇
「鐘と文学 漱石と誓閑寺の鐘」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 4号、1996.4、pp.54-59．
石田 肇
「書を変えた男 顔真卿」
『季刊墨スペシャル 中国書道史の 10人』（芸術新
聞社）第 28号、1996.7、pp59-73．
石田 肇
「新知見の支那鐘三口」
『梵鐘』（古鐘研究会）4号、p.63、1996.4．
石田 肇
「鐘の音マップ」
『群文研新報』（群馬県文化財研究会）第 7号、1996.
10、p.1．
石田 肇
「群馬県梵鐘年表稿」
『群文研新報』（群馬県文化財研究会）第 9号、1997.
10、pp.1-2．
石田 肇
「奈良・春日野の諸寺の鐘」（日本の音風景百選 写
真 佐抜邦一）
『梵鐘』（古鐘研究会）第 7号、1997.10、pp.72-73．
石田 肇
「河北省宣化県の清遠楼と鐘」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 8号、1998.4、pp.11-13．
石田 肇
「鐘の音マップ二題」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 8号、1998.4、p.78．
188 業 績 目 録
石田 肇・鈴木 勉 共著
「黒川春村旧蔵拓本について」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 9号、1998.10、pp.33-39．
石田 肇
「戻ってきた供出鐘 文京区白山の念速寺鐘」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 10号、1999.5、pp.81-83．
石田 肇
「蔣 墓誌銘の影印」
『書のフォーラム』（翠書房）1999年 12月号、pp.20-
21．
石田 肇
「遵義に黎庶昌の故居と墓を訪ねて」
『東方』（東方書店）228号、2000.2、pp.12-15．
石田 肇
「黎庶昌と伊香保」
『徳富蘆花記念文学館々報 不如帰通信』第 8号、
2000.3、pp.4-5．
石田 肇
「永泰公主の墓誌銘拓本」
『書のフォーラム』（翠書房）2001年 4月号、pp.34-
35．
石田 肇
「宋の三大家をめぐって」
『墨』（芸術新聞社）第 154号、2002.2、pp.33-39．
石田 肇
「筆写体と活字体」
『書学書道史学会会報』第 6号、2003.9、p.2．
石田 肇
「中国書史における顔真卿」
『墨』（芸術新聞社）第 160号、2003.12、pp.12-16
石田 肇
「秋艸道人の田崎仁義宛葉書」
『書論』（書論研究会）第 33号、2003.11、pp.94-96．
石田 肇
「地域学としての銅鼓研究」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 17号、2004.10、pp.32-33．
石田 肇
「北京・大鐘寺古鐘博物館を訪ねて」
『梵鐘』（古鐘研究会）第 18号、2005.10、pp.37-39．
石田 肇
「中国の墓誌」（講演会要旨）
『国士舘東洋史学』第 2号、2007.6、pp.1-6．
石田 肇
「「日本金石学・金石学史の基礎的研究」のことなど」
『翰墨の縁』（書論研究会第 30回大会記念冊）2008.
8、pp.25-29．
石田 肇
「清水正健関係資料の寄託について」
『東洋文化』（無窮会）復刊 103号、2009.10、pp.73-
75．
石田 肇
「第 1回無窮会専門図書館貴重資料展示会の報告」
『東洋文化』（無窮会）復刊 105号、2010.10、pp.58-
64．
⑥群馬大学関係
石田 肇
「『不手非止』のこと」
『群大広報』41号、1981.10、pp.11-12．
石田 肇
「アンケート調査結果についての印象」
『群馬大学図書館報』239号、1989.3、p.11．
189業 績 目 録
石田 肇
「東洋史の勉強法と情報化」
『LINE No.240 群馬大学図書館報』、1989.6、pp.
1-2．
190 業 績 目 録
村上隆夫業績目録
（社会科教育講座）
１．論文
村上隆夫
「フィヒテにおける知性的直観と物自体の問題」東
京教育大学倫理学会編「倫理学研究」第 21号，1974
年，pp.34-48．
村上隆夫
「フィヒテにおけるプロイセン的なるもの」東京教
育大学文学部紀要 ?哲学倫理学研究」第 105号，1976
年，pp.25-53．
村上隆夫
「フィヒテ知識学の変化について」日本倫理学会編
「倫理学年報」第 25集，1976年，pp.87-100．
村上隆夫
「初期シェリング自然哲学の政治的意味について」
「東京教育大学文学部倫理学教室閉室記念論文集」
1977年，pp.56-92．
村上隆夫
「神から見捨てられたばかりの世界について―カン
トに対するハーマンの対立―」日本倫理学会編「倫
理学年報」第 27集，1978年，pp.61-73．
村上隆夫
「ヘルダーとカントにおける啓蒙主義と絶対主義」
「筑波大学哲学・思想学系論集」第 4号，1979年，
pp.45-67．
村上隆夫
「カントとヘルダー，―美と摂理をめぐる論争―」
「筑波大学哲学・思想学系論集」第 5号，1980年，
pp.57-91．
村上隆夫
「カントにおける最高善の概念と近代市民社会」日
本倫理学会編「倫理学年報」第 31集，1982年，pp.
39-55．
村上隆夫
「ヘルダーのカント批判の一側面」『実存と倫理の探
求―大島康正教授退官記念論集』北樹出版，1982年，
pp.161-179．
村上隆夫
「マルクスの歴史認識における幸福の概念」「群馬大
学教育学部紀要」第 32巻，1983年，pp.99-121．
村上隆夫
「マルクスの歴史認識における正義の概念」「群馬大
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